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新愛知新聞社社長に就任

89歳で死去、長慶寺（守山区）に眠る

　《略歴》

東春日井郡小幡村に生まれる

漢学者、富永梅雪
  とみなが　ばいせつ

の門に入る

33歳、愛知県会議員に当選

愛知絵入新聞を「新愛知」を創刊

衆議院議員となる　　　

無題
　む だ い ご う

号新聞を発行。翌年「愛知絵入
 え　い　り

新聞」(日刊)として創刊

＊    は守山区の区章です 

                       

 

現在の「中日新聞」は「新愛

知」と「名古屋新聞」との合併

によるものであるが、その「新

愛知」の創始者が、大島宇吉で

ある。  

嘉永5年（1852）小幡に生まれ、

若い頃は自由民権運動の指導者

の一人として活躍した。題字の

ない無題号の新聞を発行するが、

度重なる政府の弾圧、発行停止

処分を受け廃刊。その後も新聞

名を変え明治21年（1888）に｢新

愛知｣新聞創刊に至る。人生の

大半を新聞事業に邁進したが、

農産業の振興や航空事業の発展

にも功績を残した。                                                                                                                       

 お お し ま  う き ち 
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新愛知新聞社を親会社と

してプロ野球球団「名古

屋軍」が昭和11年に発足、

現在の中日ドラゴンズと

なる。 

大正3年、新愛知には不屈のジャーナリ

ストといわれた桐生悠々(きりゅうゆう

ゆう)が主筆として入社しペンをとって

いるが、彼もまた守山区の出身である。 

新愛知新聞 

 あれこれ 


